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1. 導入
・Jackiw-Teitelboim（JT）重力理論は２次元の重力理論の１つであり、境界の
自由度によって解析出来ることからホログラフィー原理やブラックホール情
報喪失問題などの多くの模型でしばしば用いられる。
・物質場と結合しないJT重力理論はdouble scaling limit を取ったhermitian
one-matrix model の手法を用いて解析することが出来る[1]。特に
Schwinger-Dyson(SD)方程式（ループ方程式）から、ジーナスの高い分配関数
はジーナスの低い分配関数を用いて求めることができる。
・物質場と結合したJT重力理論の場合も行列模型（herimitian two-matrix
model）の手法を用いた解析がされている [2] 。この模型はgeneralized
eigenstate thermalization hypothesis（ETH）行列模型と呼ばれる行列模型であ
り、ポテ ンシャルは無限個の項から構成され、様々なパターンでの 2 種類
の行列積を含む。
・一方で、行列模型はSD方程式からある代数を得ることができる。
One-matrix model ではVirasoro 代数が得られる。
・本発表ではETHのような無限個の項から構成されるポテンシャルを含む
two-matrix modelについて考え、そこで得られる分配関数に作用する演算子や
代数について考察する。その議論の際に[3]で扱われているポテンシャルを用
い、[4]で行われる議論に沿ってSD方程式から得られる演算子や代数に関す
る議論を行う。

2. one-matrix model における代数のレヴュー
⃝分配関数

Z1h =

∫
dA e− trVA(A) (1)
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k (2)

(A：N×Nのエルミート行列)

・任意の演算子O(A)に対する期待値
⟨O(A)⟩ =

∫
dA e− trVA(A)O(A) (3)

◦ resolvent ( 1
ν−A)ij (νは定数、i , jは行列の成分を表す添字)に対するSD方程式∫
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・Ln−1が満たす交換関係
[Ln−1, Lm−1] = (n −m)Ln+m−2 (8)

Ln−1はvirasoro代数
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3. two-matrix model における代数
⃝分配関数

Z2h =

∫
dAdB e− trVA(A)−trVB(B)+trVAB(A,B) (9)
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(A, B：N×Nのエルミート行列)

◦ Aでのresolvent ( 1
ν−A)ij に対するSD方程式から得られる式：
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・LAn−1が満たす交換関係
[LAn−1, L
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Ln−1はvirasoro代数
◦ Bでのresolvent ( 1

ν−B)ij に対するSD方程式から得られる式：
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4. まとめ　　
・two-matrix model において、resolventに対するSchwinger-Dyson方程式から分
配関数の条件式と、分配関数に作用する演算子を求めた。
・LAn−1はVirasoro代数を満たす。

5. 今後の展望　　
・LBn−1は何らかの代数を成すのか。
・LAn−1と合わせて閉じるのか。
・さらに多くのresolventを入れる時、SD方程式から得られる分配関数に作用
する演算子は代数として閉じるのか。
・AとBが２次で相互作用するポテンシャルを持つtwo-matrix modelではSDか
らW3代数が得られる[5]。無限個の相互作用を含む場合でもW3が得られる
のか。
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